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社交不安をもつ人は他者の視線に対して，健常者とは異なる注意特性をもつことが報告されて
きた（Schmitz, Scheel, Rigon, Gross, & Blechert, 2012; Wieser, Pauli, Alpers, & Mühlberger, 
2009）。ただし，これらの研究では，逸視への注意や嫌悪（Schmitz et al., 2012），直視への注
視（Wieser et al., 2009）など結果が一致していない。
視線方向の変化は，逸視から直視などの観察者に対して視線を向ける変化や，直視から逸視
などの視線を逸らす変化，さらに逸視から逸視などの直視を伴わない視線変化がある
（Yokoyama, Noguchi, & Kita, 2011）。Yokoyama et al.（2011）は，こうした視線方向の変化は，
観察者の注意の捕捉に関連することを指摘した。社交不安をもつ人は他者の視線に敏感であり，
視線情報に対して健常者とは質的に異なる評価を行う（Schmitz et al., 2012; Wieser et al., 
2009）。したがって，社交不安障害における視線情報処理を詳細に検討する上では，複数の視線
方向の変化を考慮する必要があると考える。
そこで本研究では，Yokoyama et al.（2011）の視線変化検出課題を用いることで，社交不安
障害における他者の視線方向の変化に対する情報処理特性を検討する。社交不安をもつ人は，
他者の視線方向に対して感度が高い（Schmitz et al., 2012; Wieser et al., 2009）。他者の視線
変化には，視線を向ける変化や視線を逸らす変化など，他者の直視を伴う視線変化は他者から
の興味や関心，あるいは拒絶など社会的な評価が関わる。社交不安をもつ人は，こうした社会的
評価を受けることに対して強い恐れを抱く。一方，直視を伴わない視線変化には，他者からの社
会的な評価が関わらない。したがって，社交不安をもつ人は直視を伴わない視線変化よりも，視
線を逸らされる，あるいは視線を向けられる視線変化に対してより感度が高くなると考える。こ
の仮説を検証するために，Yokoyama et al.（2011）を参考に，視線変化検出課題を用いて社交
不安が高い人の視線情報処置を検討した。
参加者は大学生71名（男性28名，女性43名）であり，平均年齢は19.7歳，標準偏差は1.2であっ
た。参加者は朝倉・井上・佐々木・佐々木・北川・井上・傳田・伊藤・松原・小山（2002）のリー
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ボビッツ社交不安尺度日本語版（Liebowitz Social Anxiety Scale-Japanese Version: LSAS-J）
の得点に基づき，社交不安高群（39名），社交不安低群（32名）に分けられた。視線変化検出課
題では，画面中央に注視点が2,000 ms提示された後，注視点を中心として，半径が視角5°の仮
想円上に6枚の顔写真が等間隔に534 msで提示された。顔写真の提示後，ブランク画面が100 
ms提示された。その後，再び6枚の顔写真が提示された。参加者は最初に提示された顔写真と
比較して，変化があった顔写真の同定を行った。試行数は視線変化条件（Toward: 眼を向ける
変化条件，Away: 眼を逸らす変化条件，Non-direct: 直視を含まない変化条件）をそれぞれ72
試行，視線の変化が生じない条件を24試行，合計で240試行行った。実験デザインは被験者内2
要因（社交不安：高群・低群，参加者の性別：男性・女性），被験者内2要因（視線変化：
Toward, Away, Non-direct，顔写真の性別：男性・女性）の4要因混合計画であった。
実験計画に示した各条件について，参加者ごとの視線変化検出課題の平均正答率を算出し，
被験者内2要因（社交不安：高群・低群，参加者の性別：男性・女性），被験者内2要因（視線
変化：Toward, Away, Non-direct，顔写真の性別：男性・女性）の分散分析を行った。その結
果，社交不安と視線方向の交互作用が有意であり（F （2, 134） = 3.47, p = .03, η2p = .05），社交不
安高群はAway条件，Toward条件，Non-direct条件の順で正答率が高かった。一方，社交不安
低群では，Non-direct条件の正答率が最も高く，Toward条件，Away条件ではちがいがない傾
向であった。
本研究の結果は，社交不安が高い人にとって，視線を向けられる，あるいは視線を逸らされる
など，他者からの評価を伴う視線変化に対して敏感であることを示唆した。一方，直視を伴わな
い視線変化は，直視を伴う視線変化よりも正答率が低下する傾向であった。先行研究では，社
交不安をもつ人は他者の視線を脅威として捉え，敏感に反応することが示唆されてきた
（Schmitz et al., 2012; Wieser et al., 2009）。本研究は，複数の視線変化を検討することで社交
不安をもつ人の視線情報処理を明らかにしたものである。社交不安をもつ人は，社会的な評価を
伴う視線に対して敏感であり，単純な視線の動きなど物理的な変化に対しては敏感ではないこと
を示唆した。
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